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平成30年第59号議案

平成30年度岡崎市下水道事業会計予算

（総則）

第１条 平成30年度下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

 ⑴  下 水 道 接 続 戸 数              140,700 戸

 ⑵  年 間 総 処 理 水 量               39,117,000 ㎥ 

 ⑶  １ 日 平 均 処 理 水 量                107,170 ㎥ 

 ⑷  主要な建設改良事業  管渠施設築造工事 事業費  1,594,383 千円 

管渠施設改良工事 事業費 1,552,100 千円

ポンプ施設築造工事 事業費 259,300 千円

ポンプ施設改良工事 事業費 367,400 千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 下水道事業収益 9,213,215 千円

第１項 営 業 収 益 6,368,349 千円

第２項 営 業 外 収 益 2,844,865 千円

第３項 特 別 利 益 1 千円

支 出

第１款 下水道事業費用 8,519,686 千円

第１項 営 業 費 用 7,219,079 千円

第２項 営 業 外 費 用 1,294,607 千円

第３項 特 別 損 失 3,000 千円

第４項 予 備 費 3,000 千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が

資本的支出額に対し不足する額3,185,304千円は当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額158,367千円、過年度分損益勘定留保資金508,646千円

並びに当年度分損益勘定留保資金2,518,291千円で補塡するものとする。）。 

収 入

第１款 資 本 的 収 入 5,333,859 千円

第１項 企 業 債 3,367,000 千円



第２項 出 資 金 215,542 千円

第３項 負 担 金 221,717 千円

第４項 補 助 金 1,526,000 千円

第５項 貸付金償還金収入 3,600 千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 8,519,163 千円

第１項 建 設 改 良 費 4,642,276 千円

第２項 企 業 債 償 還 金 3,863,987 千円

第３項 投 資 12,900 千円

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおり

と定める。

事 項 期 間 限 度 額

幹 線 管 渠 鉄 道 敷

土 地 賃 借 に 要 す る 経 費

（ 中 田 町 ほ か ２ 箇 町 地 内 ）

平成31年度から

平成33年度まで

千円

555

明 治 用 水 土 地 改 良 区

管 理 阻 害 補 償 に 要 す る 経 費

（ 大 和 町 ほ か １ 箇 町 地 内 ）

平成31年度から

平成35年度まで

165

雨 水 ポ ン プ 場 長 寿 命 化 事 業

に 要 す る 経 費

（ 八 帖 雨 水 ポ ン プ 場 ）

平 成 3 1 年 度 228,000

（企業債）

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおり

と定める。

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

下 水 道

事 業 費

千円

2,632,000 普 通 貸 借 4.0％以内(た

だし、利率見

直し方式で借

り入れる資金

について、利

率の見直しを

行った後にお

政府資金等について

はその融資条件によ

り、銀行その他の場

合にはその債権者と

協定する融資条件に

よる。ただし、融資

条件又は企業財政の

資 本 費

平 準 化 債

735,000



いては、当該

見直し後の利

率)

都合により償還年限

を短縮し、若しくは

繰上償還し、又は低

利債に借換えするこ

とができる。

（一時借入金）

第７条 一時借入金の限度額は、5,000,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、第１款下

水道事業費用のうち第１項営業費用及び第２項営業外費用に係る予算額に過

不足を生じた場合とする。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額

に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の

議決を経なければならない。

職 員 給 与 費 433,087 千円

平成30年２月28日提出

岡崎市長 内 田 康 宏

下水道事業会計


























































































